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はじめに
悟体内に急激な変化を内証している幼定期は，乳児期に次いで形態的な変化の大きい時期で
ある。また一生のうちで最も著しい身体発育をとげる，学童期から思春期にかけての準憤期で
もある。この時期にちける身体の著しい発育の特績としては，長管骨を主体とした骨格の急速
な成長，骨・筋肉および指坊組織の成長に伴う棒組織や体型の変化，循環器・呼吸器系の発達
とそれに伴う棒力の増加などがあげられるが，このような身体の発育に大きな影響を与えるの
は，栄養面では量的・実的に適切な栄養素の摂取であり，生活面では睡眠や遊びを中心とした
規則正しい生活習震であろうっ
前報1)では，幼児期における骨密震と.1本位-食生活・生活状況との関連について検討し，
その結果として，幼児の Stiffness指標は，食生活では海草の摂取頻震と関係が深く，生活面
ではテレピを見る時間や外遊びと関連していることなどをあげた。
食生活や生活習慣は，骨格の成長だけでなく，日頃の鍵康とも深いかかわワがあると考えら
れる。そこで本研究では，幼児の健康と食生活，生活習彊との関連を明らかにすることを目的
として，朝食摂取や就表時間が，幼稚園克の建葉状態や生活に与える影響について検討した。
方法
1.調査対象と課査時期
奈良市，生駒市内の私立幼稚園 1カ所，公立幼稚菌2カ所に在籍する年長児206人(男児
87人，女克 119人〉を対象とし，平成9年 11月下旬から 12月上旬にかけて，アンケート講
査を実施した。
2.調査内容と方法
アンケート調査の内容は 出生時に関する項目，健康・生活習慣に関する項目，食生活状況
であり，アンケート用紙は，対象児が家庭に持ち矯り，母親が記入して，幼稚園ごとに回収し
たG 回収率は 92%であった。自立報じでは，母親と子供の骨密度との関連を見るために，骨密
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度調i定とアンケート回収の両方が揃った母子 146組を分析対象としたので，今回もその 146
人〈男児63人，女児83人〉の年長児について分析を行った。
3.統計処理
食品摂取頻度得点は，ごはんまたはパン，肉類，魚介類，卵，大豆・大豆製品，牛乳・乳製
品，小魚，海草，緑黄色野菜，その他の野菜，果物，いも類，種実類 油脂類の 14食品群の
摂取状況から. r毎日食べるjを3点. r遇 3~4 回食べる j を 2 点 「選 2~3 回食べる j を 1
点. rほとんど食べないjを0点として，合計点を算出した。 (42点満点)
調査内容の集計および、分析はエクセルを費用したc金品摂取頻度得点の差の比較は.Student 
の t-検定を沼いた。クロス集計による人数の割合の変動は， X2検定を行った。
結果および考察
1.対象児の概要
対象克の平均年齢は.5.7歳であった。男児の体位は，身長が114.1cm.体重が20.6kgで
あ札女克は身長が113.2cm.体重が20.11王gであった。これらの値は，平成9年度に報告
された同年輸の全国平均檀2)より護分高い傾向にあった。
2.健康状況
対象児の鷺葉状態を表1に示した。 r健康状態該当jは. 1~16 の項目に 1 つ以上該当する
ものがあった場合を「あちJ.回答数がなかった場合を「なしj とした。「ありJと囲答した者
は85人であ与，対象児の 58.2%を占めていた。該当の多い項目は「風邪をひきやすいJ.
「過去に病気で入院したことがあるJ.rアレルギ一体質であるjであった。これは，平成 7年
度乳幼見栄養調査結果3)や平成 5年国民栄養調査結果4)と同じような額向であった。男女を比
べると. r該当ありjの割合は，男克也6.7%)が女児 (51.8%) より多く，男克の回答数が
女子より多い項目は. rやせすぎJ.r腹痛，下前を訴えるJ.rアレルギ一体費であるjであ
り，いずれも 5%の危険率で有意差が認められたG
虫茜と便通状況を表2に示した。対象克の 74.2%つまり 4入に3人がう歯(治療ずみを含
む)の擢患者であった。虫歯の本数を調べたところ. 1~3 本が 43.6%. 4~6 本が 37.6%. 7 
本以上が17.8%であった。便通では「毎日ない」者は 37人 (25.9免)であったが，その内訳
は. r2~3 BおきJが35人. r不規則jが2人となっていた。
3.生活状況
(1)遊び¥スポーツ状況
対象克の遊びとスポーツ活動状況の実態を表3に示した。 r外遊びを誌とんどしないJ.ま
たは 130分j という者は女克に多く， 130分以上」の外遊びは男児に多くみられた。テレビ
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表 E 建康状態
男 ノv[ヨJ 女 児 全体
人数(%) 人数(%) 人数(%)
建康状態該当
なし 21 ( 33.3) 40 ( 48.2) 61 ( 41.8) 
あり 42 ( 66.7) 43 ( 51.8) 85 ( 58.2) 
1.底邪をひきやすい なし 51 ( 81.0) 67 ( 80.7) 118 ( 80.8) あり 12 ( 19.0) 16 ( 19.3) 28 ( 19.2) 
2.顔色が悪い なし
63 (100.0) 82 ( 98.8) 145 ( 99.3) 
あり o ( 0.0) 1 ( 1.2) 1 ( 0.7) 
3.寂れやすい なし 60 ( 95.2) 78 ( 94.0) 138 ( 94.5) 
あり 3 ( 4.8) 5 ( 6.0) 8 ( 5.5) 
4.太りすぎ なし 61 ( 96.8) 79 ( 95.2) 140 ( 95.9) あり 2 ( 3.2) 4 ( 4.8) 6 ( 4.1) 
5. やせすぎ寧 なし 57 ( 90.5) 82 ( 98.8) 139 ( 95.2) 
あり 6 ( 9.5) 1.2) 7 ( 4.8) 
6.歯痛を訴える なし 61 ( 96.8) 79 ( 95.2) 
140 ( 95.9) 
あり 2 ( 3.2) 4 ( 4.8) 6 ( 4.1) 
7.腹痛・下痢を訴える本 なし 59 ( 93.7) 83 (100.0) 142 ( 97.3) 
あり 4 ( 6.3) o ( 0.0) 4 ( 2.7) 
8.頭痛を訴える なし 62 ( 98.4) 
81 ( 97.6) 143 ( 97.9) 
あり 1 ( 1.6) 2 ( 2.4) 3 ( 2.1) 
9. よくけカfをする なし 62 ( 98.4) 80 ( 96.4) 142 ( 97.3) 
あり 1 ( 1.6) 3 ( 3.6) 4 ( 2.7) 
10. いらいらしている なし
63 (100.0) 82 ( 98.8) 145 ( 99.3) 
あり o ( 0.0) 1 ( 1.2) 0.7) 
11.寝付きが悪い なし 63 (100.0) 79 ( 95.2) 142 ( 97.3) あり 。( 0.0) 4 ( 4.8) 4 ( 2.7) 
12. ~長りが浅しミ なし 62 ( 98.4) 80 ( 96.4) 142 ( 97.3) 
あり 1.6) 3 ( 3.6) 4 ( 2.7) 
13. 入院したことがある なし 52 ( 82.5) 71 ( 85.5) 123 ( 84.2) 
あり 11 ( 17.5) 12 ( 14.5) 23 ( 15.8) 
14.骨折したことがある なし
63 (100.0) 82 ( 98.8) 145 ( 99.3) 
あり 。( 0.0) 1 ( 1.2) 1 ( 0.7) 
15.現在病気で通院中
なし 57 ( 90.5) 81 ( 97.6) 138 ( 94.5) 
あり 6 ( 9.5) 2 ( 2.4) 8 ( 5.5) 
16. アレルギー*
なし 75 ( 90.4) 123 ( 84.2) 
あり 15 ( 23.8) 8 ( 0.6) 23 ( 15.8) 
*: p<0.05 
では， 1時間未満は女児に多く， 1持時以上は男鬼に多かった。外遊びとテレビの男女の人数
の嵩合には， 5%の生険率で有意差が認められたc スポーツ活動をしている者は全体で 72人
いたが，その内訳は，遇 1回が48入，週 2酉が21人，遇 3毘以上が3人で、あった。スポー
ツの種類は， 72人中 59人が水泳をあげていた5
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表 2 虫歯とf更通状況
男 克 女 }~ ~ 二 体
人数(%) 人数(%) 人数(%)
虫歯
な し 15 (23.8) 21 (25.6) 36 (24.8) 
あ 48 (76.2) 61 (74.4) 109 (75.2) 
便通
毎日あり 47 (74.6) 59 (73.8) 106 (74.1) 
毎日なし 16 (25.4) 21 (26.3) 37 (25.9) 
表3 遊び，スポーツ活動状況
男 'A 女 }~ ノ辻¥二 手本
人数(%) 人数(%) 人数(%)
'1とんどない 4 ( 6.3) 20 (24.4) 24 (16.6) 
30分 10 (15.9) 14 (17.1) 24 (16.6) 
外遊び1 30 分~1 時間 28 (44.4) 30 (36.6) 58 (40.0) 
1~2 時爵 13 (20.6) 15 (18.3) 28 (19.3) 
2時間以上 8 (12.7) 3 ( 3.7) 11 ( 7.6) 
1時間未溝 7 (11.1) 20 (24.1) 27 (18.5) 
テレピ' 1~2 時開 34 (54.0) 42 (50.6) 76 (52.1) 
2時間以上 22 (34.9) 21 (25.3) 43 (29.5) 
している 31 (51.7) 41 (51.3) 72 (51.4) 
スポーツ活動 していない 29 (48.3) 39 (48.8) 68 (48.6) 
傘 :p<0.05
表 4 起床，就寝状況
男 児 女 児 ノゴ」二 捧
人数(%) 人数(%) 人数(%)
7時前 7 (11.1) 10 (12.0) 17 (11.6) 
起床の時間 7~8 時 50 (79.4) 65 (78.3) 115 (78.8) 
8時以後 8 ( 9.5) 8 ( 9.6) 14 ( 9.6) 
15分未溝 25 (39.7) 27 (32.9) 52 (35.9) 
起床から
15~30 分 26 (41.3) 51 (62.2) 77 (53.1) 
30~45 分 9 (14.3) 3 ( 3.7) 12 ( 8.3) 
朝食まで 45~60 分 2 ( 3.2) 1 ( 1.2) 3 ( 2.1) 
60分以上 1 ( 1.6) o ( 。) 1 ( 0.7) 
1時間未満 4 ( 6.3) 5 ( 6.0) 9 ( 6.2) 
夕食から 1~2 時間 25 (39.7) 33 (39.8) 58 (39.7) 
就寝まで 2~3 時間 31 (49.2) 37 (44.6) 68 (46.6) 
3時間以上 3 ( 4.8) 8 ( 9.6) 11 ( 7.5) 
9時まで 17 (27.0) 22 (26.5) 39 (26.7) 
就寝時間 9~10 持 36 (57.1) 45 (54.2) 81 (55.5) 
10時以後 10 (15.9) 16 (19.3) 26 (17.8) 
9時間未溝 3 ( 4.8) 1 ( 1.2) 4 ( 2.7) 
睡眠時題 9~10 時開 7 (11.1) 18 (21.7) 25 (17.1) 
10時間以上 53 (84.1) 64 (77.1) 117 (80.1) 
? ?
(2)起床，就寝状況
表 4~こ対象鬼の起床，就寝状況を示した。起床の時間は， 7時台が最も多く， 78.8%であ
った。 8時までに 90.4%の者が起床している。就寝時間で最も多いのは， 21時から 22時
で， 55.5%を占め，次いで， 21持までが 26.7%であった己 22時以降に就寝する者は 17.8%
であったが，この割合は，全国の詞年齢児ト5)に共通した頚向であち，子撰達の院に夜型の生
活が進んだ結果によるものと考えられるかむ
(3)朝食，夕食状況
表 5に対象鬼の朝会，夕食状況を示した。朝食接取の時間分布は， 7時 30分から 8持まで
の間が最も多くて全体の 56.8%を占め，次いで 7時から 7持 30分の間に 22.6%，8 a寺以降
に 17.1九となっていたc 朝食を毎日食べない者が 6 ノリミたが，その内訳は「遅 1~2 田欠食j
する者 3人， r週 3~4 田欠食j する者 1 人， r遇 1~2 回しか食べないj 者 2 人で、あるつ朝食
の食欲では fよく食べるJ者は 9.6九， rあまり食べない，ほとんど食べなしづ者が32.1%で
6 時30分 ~7 詩
7時から 7時30分
7 時30分~8 持:
8時以後
毎日食べる
華日食べない
よく食べる
ふつう
あまり食べない
ほとんど食べない
両親と
母親と
朝食の共食 父親と
子供だけで
その飽
朝食時間
朝食摂取
朝食の金欲
夕食時罵
夕食の食欲
18時以前
18~19 時
19~20 時
20持以後
よく食べる
ふつつ
あまり食べない i 
ほとんど食べない i
???
?????? ???? ?
?????
3 ( 4.8) 
14 (22.2) 
34 (54.0) 
12 (19.0) 
女克
人数(%)
2 ( 2.4) 
19 (22.9) 
49 (59.0) 
13 (15.7) 
60 (95.2) I 80 (96.4) 
3 ( 4.8) 3 ( 3.6) 
10 (15.9) 
34 (54.0) 
17 (27.0) 
2 ( 3.2) 
8 (12.7) 
30 (47.6) 
4 ( 6.3) 
20 (31.7) 
1 ( 1.6) 
4 ( 6.3) 
45 (71.4) 
13 (20.6) 
1 ( 1.6) 
30 (47.6) 
32 (50.8) 
1 ( 1.6) 
o ( 0.0) 
15 (23.8) 
46 (73.0) 
o ( 0.0) 
1 ( 1.6) 
1 ( 1.6) 
4 ( 4.9) 
50 (61.0) 
27 (32.9) 
1 ( 1.2) 
20 (24.1) 
31 (37.3) 
6 ( 7.2) 
23 (27.7) 
3 ( 3.6) 
10 (12.0) 
52 (62.7) 
20 (24.1) 
1 ( 1.2) 
37 (44.6) 
37 (44.6) 
9 (10.8) 
o ( 0.0) 
22 (26.5) 
56 (67.5) 
o ( 0.0) 
2 ( 2.4) 
3 ( 3.6) 
全体
人数(%)
5 ( 3.4) 
33 (22.6) 
83 (56.8) 
25 (17.1) 
140 (95.9) 
6 ( 4.1) 
14 ( 9.7) 
84 (57.9) 
44 (30.3) 
3 ( 2.1) 
28 (19.2) 
61 (41.8) 
10 ( 6.8) 
43 (29.5) 
4 ( 2.7) 
14 ( 9.6) 
97 (66.4) 
33 (22.6) 
2 ( 1.4) 
67 (45.9) 
69 (47.3) 
10 ( 6.8) 
o ( 0.0) 
37 (25.3) 
102 (69.9) 
o ( 0.0) 
3 ( 2.1) 
4 ( 2.7) 
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あったが，夕食の食設では「よく食べるj者が46.0%と約半数を占めており， rあまり食べな
い，ほとんど食べない」者は 6.8%にすぎなかった。また女児は男児に比べて，朝食，夕食共
に食欲が少ない様子が窺われた。子供が f朝食をだれと一緒に食べるかjという間いに対し
て， r両親とjが 19.2%，r母親とjが 41.8%，r子役だけでjが29.5%であった。夕食の共
食状況は. I両親とjが25.3%，I母親とjが69.9%，I子棋だけでjが 2.1%となっていたっ
平成 5年国民栄養調査成績4)における幼稚園児の夕食の共食状況をみると， r両親とJが 53.8
%であり， 2人に 1人が夕食を両親と一諸に食べている。対象克の場合，両親が揃う食卓は全
昌平均の半数にすぎず， 4人に 1入という結果であった。
(4)夜食の摂取状況
表6に夜食の摂取状況を示した。夜金の頻愛では「毎5又は 2日に 1回J食べる者は 13.0
%， I時々j食べる者が 16.4%， I食べなpJ者は 70.5%であった。夜食を摂取する 43人に
その時間を聞いたところ， 21時以前が全体の 80.6%，21 ~22 時が 19.4%であったc
表 7に夜食として摂取されている食品を示したc これは，夜食として与える冨数が多いも
のを 3つ居答してもらった結果で、ある。多いものから，果物，アイスクリーム・シャーベッ
表6 夜食の摂取状況
男 yrい1 
人数(%)
毎日又は 2日iこ1毘 9 (14.3) 
夜食の頻度時々 12 (19.0) 
夜食時間
食べない
21時以前
21~22 時
22持以後
ご飯類
パン・お好み焼き
麺類
菓子パン・ケーキ類
ビスケット・せんぺい類
スナック菓子類
42 (66.7) 
14 (82.4) 
3 (17.6) 
。(0.0) 
表 7 夜食内容
キャラメル・飴・チョコレート類
ガム類
アイスクリーム・シャーベット類
牛乳・乳製品
果物
果物ジュース
野菜ジ、ユー ス
清諒欽科
その也
注:!ill答者数43に対しての割合
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女 児
人数(%)
10 (12.0) 
12 (14.5) 
61 (73.5) 
15 (78.9) 
4 (21.1) 
。(0.0) 
/ニヒ¥ 体
人数(%)
19 (13.0) 
24 (16.4) 
103 (70.5) 
29 (80.6) 
7 (19.4) 
。(0.0) 
昌答数(%)注
5 (11.6) 
2 ( 4.7) 
1 ( 2.3) 
7 (16.3) 
10 (23.3) 
9 (20.9) 
1 ( 2.3) 
3 ( 7.0) 
19 (44.2) 
16 (37.2) 
22 (51.2) 
13 (30.2) 
o ( 0.0)
2 ( 4.7) 
1 ( 2.3) 
ト類，牛乳・乳製品 果物ジュース，ビスケット・せんぺい類の頼であった。
4.朝食表取と建康・生活との関連
近年，若い世代における朝食の欠食7)が目立ち，健康への影響が佳i其されている8)。特に，
子供のふだんの鍵康状態については 朝食の欠食因数が多いほど 種康不良を訴える者が多い
と指遣されている4)ので，対象児の欠食実意と，生活全般との関連について検討したc
表8に，朝食摂取と健康状態を示したっ朝食を「欠食するj入は， i毎日食べるj人に比べ
て，健葉状態の該当「あち jの割合が高く (p<0.01)，歯痛・頭;蓄を訴える，寝つきが悪
い，よくけがをする，眠ちが浅いなどの健康不良を訴える者が多かったo (pく0.05又は 0.01)
表9に朝食摂叡と食品表取頻度得点を示したc 朝食を毎日食べる者の頻度得点辻 26.6，点
欠食者は 20.3点であり，河得点間には， 1%の危険率で有意差が認められた。朝食状況によ
ってどのような食品群で，摂取頻度差があるかについては，さらに詳細な検討を重ねたいっ
表 10に朝食摂取と生活について検討した結果を示した。朝食を f欠食するj者は， i毎E
食べるj者に比べて，就寝時間が遅く (pく0.01)，テレビを 2時間以上みている者が66.7%
であった (pく0.01)0 また夜食は，朝食を f欠食するj者が「毎日食べるj者より摂取頻度
が高く， i毎日又は 2B'こ1@]食べるjと答えた人;ま 50%であった (p<0.05) 0 10時間以上
の睡眠をとっているのは朝食を f毎日食べるj人に多くみられ (82.1%) i欠食するj人との
間に 1%の有意差が認められたむなお 朝金欠食者のうち 外遊びが30分と答えたのは全員
男児であり，この子達はテレビを 2時開以上視聴していた。
朝食を「欠食するj者が夜食として食べている食品をみると，摂取頻度の高L、}I貢にスナック
菓子類，アイスクリーム・シャーベット類，菓子パン・ケーキ類であり，表 7で示した対象
者全体の上泣囲答食品に比べて，カロリーが高いように思われるつ
以上の結果より，朝食の欠食は，就寝時間が遅いという生活の夜型化の影響を受け，対象児
の健康や食生活，生活のリズムに影響を及ぼしていることが示唆されたc
5.就寝時関と生活との関連
前述のように，朝食摂取の有燕が，就寝時間と関連することが判明したので，全対象見の就
寝時間と生活全般についてその関連性を検討した。表4を参照すると，就寝では，女児は男
児に比べて幾分遅寝の傾向がみられるが，男女間に有意差が認められなかったので，対象児全
員を対象として 9詩までに就寝する早寝群， 9~10 碍に休む群， 10時以降の遅寝群にわけ
た。表 11にその結果を示した。早寝群は，運寝群に比べて，起床時間が早く， 7時前にすで
に35.1%が起床している o (pく0.01)睡眠時間辻全員が 10時間以上である c (p<0.01)朝
の食欲は， 78.4%の者が[よく会べる・ふつう jで， (p<0.05)朝食は全員が毎E摂取し (p
<0.05)， 94.6%の者が8時までにすませていた。 (pく0.01)便通は早寝群に f毎日あるj者
が多く (86.1%)，遅寝群;こは， i毎日ないj者が38.5%いたo (pく0.05) また，夕食も早い
時間にすませる者が多く (pく0.01)，夜食は食べない者が83.6%であった。 (pく0.05)早寝
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健康状態該当*事
1.風邪をひきやすい
2.顔色が悪い
3.疲れやすい
4.太りすぎ
5.やせすぎ
6.歯痛を訴える“
7.腹痛・下痢を訴える
8.頭痛を訴える*
9. よくけがをする事
10.いらいらしている
11.寝付きが悪い*
12.誤りが浅い“
13.入院したことがある
14.骨折したことがある
15.現在病気で通院中
16. アレルギー
* : p<0.05 
本*:p<O.Ol 
表8 朝食摂取と建葉状態
毎日食べる 欠食あり
人数(%) 人数(%)
なし 60 ( 42.9) 1 ( 16.7) 
あり 80 ( 57.1) 5 ( 83.3) 
なし 114 ( 81.4) 4 ( 66.7) 
あり 26 ( 18.6) 2 ( 33.3) 
なし 139 ( 99.3) 6 (100.0) 
あり 1 ( 0.7) o ( 0.0) 
なし 133 ( 95.0) 5 ( 83.3) 
あり 7 ( 5.0) 1 ( 16.7) 
なし 134 ( 95.7) 6 (100.0) 
あり 6 ( 4.3) o ( 0.0) 
なし 133 ( 95.0) 6 (100.0) 
あり 7 ( 5.0) o ( 0.0) 
なし 136 ( 97.1) 4 ( 66.7) 
あり 4 ( 2.9) 2 ( 33.3) 
なし 136 ( 97.1) 6 (100.0) 
あり 4 ( 2.9) o ( 0.0) 
なし 138 ( 98.6) 5 ( 83.3) 
あり 2 ( 1.4) 1 ( 16.7) 
なし 137 ( 97.9) 5 ( 83.3) 
あり 3 ( 2.1) 1 ( 16.7) 
なし 139 ( 99.3) 6 (100.0) 
あり 1 ( 0.7) o ( 0.0) 
なし 137 ( 97.9) 5 ( 83.3) 
あり 3 ( 2.1) 1 ( 16.7) 
なし 138 ( 98.6) 4 ( 66.7) 
あり 2 ( 1.4) 2 ( 33.3) 
なし 118 ( 84.3) 5 ( 83.3) 
あり 22 ( 15.7) 1 ( 16.7) 
なし 139 ( 99.3) 6 (100.0) 
あり 1 ( 0.7) o ( 0.0) 
なし 132 ( 94.3) 6 (100.0) 
あり 8 ( 5.7) o ( 0.0) 
なし 119 ( 85.0) 4 ( 66.7) 
あり 21 ( 15.0) 2 ( 33.3) 
をすることによって 1日の生活全般にわたる習慣が良好にたもたれていることが窺われたc
表 12に就寝時間別の食品摂取得点を示した。就寝がおそい群ほど，食品摂取得点が低く，
就寝時間群到の得点の関;こは， 1%の危険率で有意差が認められた。これは，表 9，10にみら
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表9 襲食摂取と食品炉、取頻度得点
毎日食べる
人数 子:t~J
食品摂取頻震得点*本 140 26.6 
村:p<0.01 
就寝詩需**
夕食時罷
夜食の頻度本
夜食詩間
睡眠時間*本
起床時間
朝の食欲窓*
便通
外遊び
テレピ*吻
* : p<0.05 
日:p<0.01 
表 10 朝食摂取と生活
毎日食べる
人数(%)
9時まで 37 (27.0) 
9~10 時 77 (56.2) 
10時以後 23 (16.8) 
18時以前 13 ( 9.3) 
18~19 時 93 (86.4) 
19~20 lI':寺 32 (22.9) 
20時以後 2 ( 1.4) 
毎日又l土2日に 1回 16 (11.4) 
時々 22 (15.7) 
食べない 102 (72.9) 
21時以前 25 (80.6) 
21 ~22 時 6 (19.4) 
9時間未満 3 ( 2.1) 
9~10 時間 22 (15.7) 
10時間以上 115 (82.1) 
7時前 17 (12.1) 
7 時 ~8 時 109 (77.9) 
8時以後 14 (10.0) 
よく食べる・ふつう 97 (69.8) 
あまり金べない・ 42 (30.2) 
誌とんど食べない
毎Eあり 100 (73.0) 
毎日なし 37 (27.0) 
ほとんどしない 24 (17.3) 
30分 21 (15.1) 
30 分~1 時間 56 (40.3) 
1~2 時間 27 (19.4) 
2詩間以上 11 ( 7.9) 
1時間未満 27 (19.3) 
1~2 時間 74 (52.9) 
2時間以上 39 (27.8) 
欠食あり
人数 、ド土台
6 20.3 
欠食あり
人数(%)
。(0.0) 
3 ( 50.0) 
3 ( 50.0) 
1 ( 16.7) 
4 ( 66.8) 
1 ( 16.7) 
o ( 0.0) 
3 ( 50.0) 
2 ( 33.3) 
1 ( 16.7) 
4 ( 80.0) 
1 ( 20.0) 
1 ( 16.7) 
3 ( 50.0) 
2 ( 33.3) 
。(0.0) 
6 (100.0) 。(0.0) 
1 ( 16.7) 
5 ( 83.3) 
6 (100.0) 。(0.0) 
。(0.0) 
3 ( 50.0) 
2 ( 33.3) 
1 ( 16.7) 。(0.0) 
。(0.0) 
2 ( 33.3) 
4 ( 66.7) 
表11 就寝時需と生活
7時前
起床時需“ 7~8 時
8碍以後
9持関未溝
睡眠時間“ 9~10 時間
四時間以上
15分未溝
15~30 分
起床から 30~45 分
朝食まで 45~60 分
60分以上
よく食べる・ふつう
朝の食欲牟 あまり食べない・
ほとんど食べない
朝食摂取事 毎日食べる
毎日食べ
6:30分以前
6: 30~7: 00 
朝食時間“ 7:00~7: 30 
7: 30~8: 00 
8 :00以後
f更通*
テレピ
外遊び
毎日あり
毎日なし
1時間未溝
1~2 時間
2時間以上
ほとんどしない
30分
30 分~1 時間
1~2 時間
2時間以上
18時以議
申 18~19 時夕食時間本 19~20 時
夜食の
頻度事
夜食時間
場 :p<0.05
** : p<O.Ol 
20時以後
毎日
週 5~6 囲
週 3~4 困
週 1~2 回
とらない
21時以前
21~22 碍
食べない
9時まで
人数(%)
13 (35.1) 
22 (59.5) 
2 ( 5.4) 
o ( 0.0) 
o ( 0.0) 
37 (100) 
15 (40.5) 
16 (43.2) 
5 (13.5) 
1 ( 2.7) 
o ( 0.0) 
29 (78.4) 
8 (21.6) 
37 (100) 
o (0.0) 
o ( 0.0) 
3 ( 8.1) 
15 (40.5) 
17 (45.9) 
2 (5.4) 
31 (86.1) 
5 (13.9) 
12 (32.4) 
14 (37.8) 
11 (29.7) 
5 (13.5) 
8 (21.6) 
17 (45.9) 
5 (13.5) 
2 ( 5.4) 
8 (21.6) 
24 (64.9) 
5 (13.5) 
o ( 0.0) 
1 ( 2.7) 
o ( 0.0) 
3 ( 8.1) 
2 ( 5.4) 
31 (83.8) 
5 (13.5) 
o ( 0.0) 
32 (86.5) 
9時から 10時
人数(%)
2 ( 2.5) 
74 (92.5) 
5 ( 6.3) 
o ( 0.0) 
8 ( 9.9) 
73 (90.1) 
27 (33.8) 
45 (56.3) 
5 ( 6.3) 
2 ( 2.5) 
1 ( 1.3) 
55 (68.8) 
25 (31.3) 
79 (97.5) 
2 ( 2.5) 
o ( 0.0) 
2 ( 2.5) 
15 (18.8) 
51 (63.8) 
13 (18.3) 
57 (72.2) 
22 (27.8) 
14 (17.5) 
43 (53.8) 
24 (30.0) 
14 (17.5) 
11 (13.8) 
32 (40.0) 
17 (21.3) 
7 ( 8.8) 
6 ( 7.4) 
56 (69.1) 
18 (22.2) 
1 ( 1.2) 
4 ( 5.0) 
1 ( 1.3) 
4 ( 5.0) 
13 (16.3) 
59 (73.8) 
17 (21.0) 
2 ( 2.5) 
62 (76.5) 
有意差の検定は早妻群 (9持まで}と遅寝群 (10時以後)の間で行ったO
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10時以降
人数(%)
1 ( 3.8) 
19 (73.1) 
6 (23.1) 
3 (11.5) 
17 (65.4) 
6 (23.1) 
9 (34.6) 
15 (57.7) 
2 ( 7.7) 
o ( 0.0) 
o ( 0.0)
14 (53.8) 
12 (46.2) 
22 (84.6) 
4 (15.4) 
o ( 0.0) 
o ( 0.0) 
3 (11.5) 
14 (53.8) 
9 (34.6) 
16 (61.5) 
1o (38.5) 
1 ( 3.8) 
17 (65.4) 
8 (30.8) 
5 (19.2) 
5 (19.2) 
8 (30.8) 
5 (19.2) 
2 ( 7.7) 
o ( 0.0) 
16 (61.5) 
10 (38.5) 
o ( 0.0) 
1 ( 3.8) 
2 ( 7.7) 
2 ( 7.7) 
9 (34.6) 
12 (46.2) 
6 (23.1) 
5 (19.2) 
15 (57.7) 
表 12 就寝持関と食品摂取頻麦得点
9時まで 9詩から 10時 10時以降
人数 平士号 人数 子土台 人数 子其j
食品摂取頻度得点** 37 28.5 81 26.2 26 23.8 
* : p<O.Ol 
れたように，就寝時間が遅い群に多く分方している朝会欠食者の頻度得点の低さが，影響して
いるものと考えられる。なお，就寝時間と，龍康状態、との簡には，有意差が認められる項目は
みあたらなかったが， 1太りすぎているj者の半数が，遅寝群にみうけられた。
要約
奈良県奈良市および生駒市内にある私立訪推園 1カ所，公立幼稚霞 2カ所に在籍する年長
児を対象に，鷺康状況や生活習慣，食生活などを中心としたアンケート調査を平成9年 11j 
~12 丹に実施し，次のような結果を得たむ
1 .対象児の 58.2%が何らかの健寮不良を訴えており，囲答の多い項目は「風邪をひきやす
しづ， 1過去に嬬気で入院したことがあるJ，1アレルギー捧質であるjであったっ女児よ均男
児に該当が多かった項目は， 1やせすぎJ，汀隻痛，下痢を訴えるJ.1アレルギ一体質である」
であったむ (pく0.05)
2.起床時間は， 7時台が最も多く， 78.8%であった。就寝時間では， 121時までjが26.7
%， 121時から 22時Jが55.5%.122 a寺以降jが 17.7%であったむ
3.朝食を毎百食べない者が4.1%みられた。朝食の共食状況は， I両親とjが 19.2%.I母
親とjが41.8%，I子供だけで」が29.5%であったc 夕食では， I両親とjが25.3%.I母
親とjが69.9%，1子f共だけでjが2.1%となっていた。
4. I朝食を毎日食べなしづ者は， I毎司食べるj者に比べて，鍵康不良を訴える割合が大き
く (pく0.01)，歯痛，頭痛，眠りが浅いなどの項目では. 1%の危険率で，またよくけがを
する，寝つきが悪いと訴える割合に 5%の危険率で有意差が認めちれたむまた生活状況で
は，朝食の欠食は，就寝詩間が遅いという生活の夜型化の影響を受けており，露眠時間，夜
食の頻度，拐の食欲，テレビなどの生活習慣と関連していることが示唆された。
5.21時までに就寝する「早寝群jは.22時以降に就寝する「遅寝群jに比べて，睡眠時
間，朝食時間，便通，夕食時間，食品摂取頻度得点，事月の食欲，朝食摂取状況，夜食の頻度
などの生活全般にわたる習慣が良好にもたれていることが窺われた。
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